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2023 年度第 7 回 外洋常任委員会 議事録 

１． 開催日；2024 年 5 月２4 日（金）18:00～19:20 

２． 会議の場所及び方法：ZOOM 会議 

出席者：（理事）  

中澤信夫 副会⾧、中村隆夫 副会⾧、中村和哉 理事、萩原ゆき 理事、 

鈴木祥子 理事、石川彰 理事、井上貴史 理事、岩瀬喜貞 理事、中村和哉 理事、 

沼田浩行 理事、舩澤泰隆 理事、 

 （委員会関係） 

    坂口城治 通信委員⾧、日下部大蔵 ルール委員会外洋規則小委員⾧、 

坂谷定生 参与 

                           （敬称略） 

記録者 鈴木保夫 

 

３．議事 

   18:00 より中澤副会⾧の開会の挨拶の後、大村常務理事が欠席のため中村和哉理事

の進行で開始した。 

 （１）外洋レース等の状況 

    ・沖縄―東海レース 

     坂谷参与より以下の報告がなされた。 

     ８艇がエントリーしたが、スタートは７艇、１艇が奄美大島に避難した。 

     トップ艇は５月３日にフィニッシュ、最終フィニッシュ艇は５月６日。 

     優勝は「クレセント」、２位「はるか４」、３位「シャローン８」。 

    ・外洋ダブルス日本選手権 2024 

     中村和哉理事より以下の報告がなされた。 

     ５艇がエントリーしたが、１艇が回航途中でトラブルのため、５月１日 200 

マイルのコースを４艇でスタート。 

シエスタが 40knt の風の中、ジブを破損してリタイヤ、その後メインも破損 

した。残りの３艇は無事フィニッシュし、ファーストホームは「バディ」、 

「ホライゾン」が優勝し３連覇を果しした。 

ホライゾンは世界選手権にチャレンジの予定。 

       

      ・アリランレース 
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       沼田理事より以下の報告があった。 

       ５月３日から５日にかけて５年ぶりに開催された。 

       日本から 17 艇、韓国から 13 艇のエントリーがあり、１艇がキャンセル。 

       ３日に艇⾧会議と前夜祭、４日釜山は風が無く 13 時にスタート。 

５日 18 時のタイムリミットに 17 艇が間に合わなくリタイヤ、「メイビィ」 

が IRC、ORC で総合優勝。 

山岳登山用の位置情報システムを海用に改造したシステム「ココヘリマリン」 

を使用した。 

        

   （２）外洋ダブルス世界選手権 

      中村和哉理事よりワールドセーリングより、外洋ダブルス選手権の案内があり、 

      ホライゾンがエントリーの予定であることが報告され、以下の質疑がなされた。 

      鈴木祥子理事：ロリアンのダブルハンドレースに１チームから申込がり、申請 

する。 

坂谷参与：JSAF から補助金は出るのか。 

舩澤理事：出ない予定。 

  

 （３）９月の外洋団体⾧会議 

    鹿児島で開催される予定。沼田理事が外洋南九州に確認する。 

 

 （４）委員会からの報告 

    ・ルール委員会外洋小委員会 

     日下部委員⾧：ローカルレースサポートキャラバンのトライアルについて 

     報告があり、岩瀬理事より東海地区のクラブで実施することが説明された。 

    ・通信委員会 

     坂口委員⾧：JSAF 海岸局についてディスカッションをしている。 

     パラオレースでは古野の新しいトラッキングシステムを使用したところ、安 

定していて良かった。 

 

   （５）各水域からの報告 

      ・北海道東北水域 

       石川理事：外洋北海道では５月からレースがスタート、１０月迄８レースを 

予定。 

外洋津軽海峡では、６月から１０月まで７レースを予定。 

南北海道帆走協会では第 47 回津軽海峡横断レースを予定。地元の村がヨッ 
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トチームを作り練習している。 

４年前からジュニアの育成をしている。 

外洋いわきは稼働していない。 

      ・関東水域 

       井上理事：３月から関東４団体のレースが始まっている。 

       ゴールデンウィークにはミドルボート、三崎―横浜等、数多くのレースが実 

施された。 

若い人が減っているのでチームが減っている。 

夏に向けて数々のイベントがある。 

      ・中部水域 

       岩瀬理事：駿河湾では５月に２本のレースを行った。 

       東海では三河一周レースを行い、５月に第 38 回エリカカップを開催、フル 

クルー艇５０艇、ダブルハンド艇３艇が参加した。 

坂谷参与：パールレースの公示を出す。ダブルハンド２００マイルのコース 

を新設する。来年はフルクルーも２００マイルのコースにしたい。 

      ・関西水域 

       舩澤理事：西宮で仮装して行うレースが開催された。 

       ゴールデンウィークは舵杯レースに３６艇が参加、関空レースには５０艇が 

       参加、ミドルボートレースは熱海で開催する予定。 

      ・九州沖縄水域 

       沼田：沖縄では４月にパラオレースの受け入れ、沖縄―東海レースのスター 

       トを行い、６月には座間味レースを開催する。 

       南九州ではゴールデンウィークにはプラチナカップ、６月の安全講習会、 

７月に火山めぐりレースを予定。 

福岡では９月に壱岐レースを予定している。 

 

   （６）５月２５日開催の理事会の内容 

      中村和哉理事より理事会の議題等が説明された。 

    

   （７）その他 

      舩澤理事より「ココヘリマリン」について、艇からと落水者の位置が分かるシ 

ステムであるとの補足説明がなされた。 

 

    最後に中村副会⾧の〆の挨拶で 19 時 20 分に閉会となった。 

                                      以上 


